
綾っ子発表会 （2月5日撮影）　綾小学校の学習発表会「綾っ子発表会」が文化ホールで開催された。子どもたちは日頃の学習の成果を発表し、 
　　　　　　　　　　　　　　　会場からは大きな拍手が送られていた。 

新春子ども議会開催～子ども達から綾町への提言～ 
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綾町は日本で最も美しい村連合に 
加入しています。 

春いっぱいコンサート     

綾雛山まつり     

国民健康保険・後期高齢者医療からのお知らせ 

コンビニ収納がはじまります 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 

P 4 

P 5 

P17 

P18

綾町  
人口  
の  

男 
女 
総　数 
世帯数 

転入 
転出 

34 
17

出生 
死亡 

11 
8

3,410 
3,886 
7,296 
2,889

（＋10） 
（＋10） 
（＋20） 
（＋ 2 ） 

※（　　）は前月比 
　現住人口調査2月1日現在 
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1月24日（火）、役場議会議場におきまして「平成24年新春子ども議会」が開催されました。
小学生6名、中学生6名の計12名が発表し、夢や希望、町づくりへの提言を堂々と発表しまし
た。子ども議員から自然や町づくりに対する意見や質問が述べられると、前田町長から丁寧な
答弁がありました。要約してご紹介します。 

今回の子ども議会では中学生が議長をつとめました。 多くの方が傍聴席を訪れていました。 

堂々と発表する子ども議員。 子ども達の質問に答弁する前田町長。 

今塩屋 茉那さん 
（綾中学校2年生） 
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質　疑 答　弁 質　疑 答　弁 質　疑 答　弁 

質　疑 答　弁 質　疑 答　弁 質　疑 答　弁 

①
僕
た
ち
が
引
き
継
ぐ
べ
き
綾
町
の
伝
統
や
文
化
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。 

②
文
化
や
伝
統
を
守
る
た
め
に
、
今
、
綾
町
で
の
取
り

組
み
は
。 

①
棒
踊
り
な
ど
各
地
区
の
郷
土
芸
能
や
、
地
区
に
あ
る

神
社
の
祭
り
等
の
伝
統
文
化
、
あ
く
ま
き
、
味
噌
づ

く
り
な
ど
の
食
文
化
が
あ
る
。 

②
綾
町
で
は
、
自
治
公
民
館
制
度
の
中
で
地
域
の
文
化

伝
承
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
町
民
が
主
役
と

な
っ
て
地
域
で
引
き
継
い
で
い
た
だ
け
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
き
た
い
。 

①
地
球
温
暖
化
に
よ
る
環
境
被
害
な
ど
は
み
ら
れ
る
か
。 

②
自
然
保
護
を
重
視
し
た
運
動
や
取
り
組
み
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。 

①
暖
冬
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
で
全
体
的
に
は
影
響
が
あ

る
と
思
う
。 

②
照
葉
樹
林
を
守
り
、
復
元
し
て
い
く
取
組
、
有
機
農

業
の
取
組
、
Ｅ
Ｍ
を
利
用
し
た
水
質
浄
化
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
。 
 

①
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
ど

の
よ
う
な
方
々
な
の
か
。 

②
町
全
体
で
「
あ
い
さ
つ
の
輪
」
を
広
げ
る
取
組
は
あ

る
か
。 

①
交
通
指
導
員
の
方
々
や
各
自
治
公
民
館
の
皆
さ
ん
が
、

交
通
安
全
の
街
頭
指
導
の
際
あ
い
さ
つ
運
動
を
さ
れ

て
い
る
。 

②
公
民
館
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
を
含
め
て
あ
い
さ
つ
運

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

①
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
推
薦
さ
れ
た
こ
と
で
綾
町

の
照
葉
樹
林
を
守
る
取
組
は
、
今
ま
で
と
比
べ
て
ど

う
変
わ
る
か
。 

②
他
に
、
美
し
い
綾
町
を
守
る
た
め
に
僕
た
ち
が
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
な
い
か
。 

①
推
薦
さ
れ
た
事
の
価
値
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
今

ま
で
や
っ
て
き
た
自
然
と
の
共
生
、
地
域
資
源
を
生

か
し
た
町
づ
く
り
を
さ
ら
に
充
実
強
化
し
て
い
く
。 

②
環
境
を
守
り
な
が
ら
生
活
文
化
を
高
め
、
経
済
や
生

活
の
向
上
を
図
る
取
組
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。 

①
綾
町
の
観
光
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

②
観
光
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
町
は
ど
の
よ
う
な
取

組
を
し
て
い
る
か
。 

①
多
く
の
方
が
訪
れ
る
町
と
な
っ
て
い
る
。「
ま
た
訪
れ

た
い
」
と
思
う
よ
う
な
観
光
地
づ
く
り
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

②
伝
統
文
化
に
基
づ
い
た
イ
ベ
ン
ト
を
多
く
開
催
し
て

い
る
。
ま
た
、
教
育
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
に
積
極
的

に
取
組
み
、
Ｊ
リ
ー
グ
を
は
じ
め
約
３
５
０
の
チ
ー

ム
に
合
宿
い
た
だ
い
て
い
る
。
昨
年
「
ふ
れ
あ
い
館
」

も
整
備
し
中
心
市
街
地
の
活
性
化
も
図
っ
て
い
る
。 

①
き
れ
い
な
町
づ
く
り
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。 

②
自
然
を
感
じ
な
が
ら
観
光
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
宣

伝
す
る
た
め
に
、
町
は
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い

る
か
。 

①
綾
の
子
ど
も
達
が
自
然
を
大
事
に
す
る
心
を
持
っ
て
生

活
し
て
い
る
の
は
本
当
に
有
り
難
い
。
そ
の
気
持
ち
を

裏
切
ら
な
い
よ
う
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

②
綾
町
の
自
然
を
求
め
て
年
間
約
１
０
０
万
人
が
訪
れ

る
が
、
よ
り
多
く
の
方
が
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

企
画
を
し
て
い
き
た
い
。 

綾
小
学
校
６
年 

綾
小
学
校
６
年 

綾
小
学
校
６
年 

綾
小
学
校
６
年 

綾
小
学
校
６
年 

綾
小
学
校
６
年 
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平成24年 新春子ども議会（綾小学校） 平成24年 新春子ども議会（綾小学校） 平成24年 新春子ども議会（綾小学校） 
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質　疑 答　弁 質　疑 答　弁 質　疑 答　弁 

質　疑 答　弁 質　疑 答　弁 質　疑 答　弁 

　
綾
町
を
フ
ン
の
落
ち
て
い
な
い
き
れ
い
な
町
に
す
る

た
め
に
看
板
等
の
注
意
だ
け
で
な
く
、
今
の
現
状
を
伝

え
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
う
。
町
の
方
か
ら
何
か
良
い

は
た
ら
き
か
け
を
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。 

　
飼
い
主
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、
犬
の
フ
ン
を
捨
て
な
い

こ
と
の
自
覚
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
常
に
町
民

に
呼
び
か
け
、
現
状
を
伝
え
て
啓
発
し
て
い
く
よ
う
努

力
し
た
い
。
　 

①
綾
町
の
堤
防
の
利
用
状
況
に
応
じ
街
灯
設
置
は
で
き

な
い
か
。 

②
町
の
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
の
推
奨
マ
ッ
プ
の

発
行
を
行
っ
て
欲
し
い
。 

①
自
然
と
の
共
生
を
考
え
る
と
、
ど
こ
で
も
街
灯
を
つ

け
る
こ
と
が
い
い
事
で
は
な
い
が
、
子
ど
も
の
安
全

面
か
ら
必
要
な
所
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

②
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
最
適
な
コ
ー
ス
を
町
民
に
案

内
す
る
た
め
マ
ッ
プ
作
り
を
検
討
し
た
い
。 

①
今
、
綾
町
に
は
ど
れ
く
ら
い
の
落
書
き
が
あ
る
の
か
。 

②
町
民
一
斉
清
掃
の
と
き
に
落
書
き
も
消
せ
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。 

①
正
確
な
数
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
町
全
体
の
公
共

施
設
や
橋
の
下
な
ど
を
見
廻
っ
て
落
書
き
を
無
く
す

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
橋
は
、
県
や
国
が
管
理
し

て
い
る
た
め
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
箇
所
を
関
係
機

関
に
連
絡
し
た
い
。 

②
町
民
の
み
な
さ
ん
方
に
落
書
き
の
あ
る
所
を
教
え
て

い
た
だ
き
、
落
書
き
を
無
く
し
、
美
し
い
街
を
作
る

た
め
努
力
し
た
い
。 

①
年
間
事
故
は
ど
の
く
ら
い
起
き
て
、
そ
の
よ
う
な
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

②
人
も
車
も
自
転
車
も
通
行
で
き
る
道
路
の
考
案
な
ど

は
あ
る
の
か
。 

①
綾
町
で
発
生
し
た
人
身
事
故
は
、昨
年
１
月
か
ら
11

月
ま
で
で
21
件
発
生
し
て
い
る
。負
傷
者
は
23
名
お
り
、

交
通
安
全
協
議
会
を
中
心
に
、街
頭
指
導
・
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
・
広
報
活
動
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。 

②
道
路
の
幅
等
の
問
題
も
あ
り
、自
転
車
専
用
レ
ー
ン
を

作
る
の
は
難
し
い
。人
も
車
も
自
転
車
も
、安
全
走
行

を
お
願
い
し
た
い
。 

　
綾
町
に
住
む
人
た
ち
の
中
で
ま
ん
べ
ん
な
く
意
識
の

向
上
を
は
か
れ
れ
ば
い
い
と
考
え
る
が
、
環
境
問
題
に

対
す
る
町
民
の
意
識
向
上
を
は
か
る
取
り
組
み
は
何
か

さ
れ
て
い
る
か
。 

　
綾
町
で
は
町
内
一
斉
清
掃
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
、
廃

油
を
利
用
し
た
石
鹸
作
り
、E

M

を
使
っ
た
水
質
浄
化

等
々
、
町
民
運
動
と
し
て
環
境
問
題
に
取
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
取
組
、
循
環
リ
サ
イ
ク
ル
、
再
資
源
化
を
綾

町
民
運
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。 

　
朝
と
夕
方
の
バ
ス
の
便
を
１
便
で
も
増
や
す
よ
う
に
、

町
と
し
て
働
き
か
け
て
も
ら
え
な
い
か
。
利
用
者
が
少

な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
通
勤
・

通
学
や
色
々
な
面
で
都
合
が
良
く
、
ま
た
あ
り
が
た
い
。 

　
綾
か
ら
宮
崎
に
向
か
う
バ
ス
は
37
便
あ
る
。
通
学
の

不
便
を
少
し
で
も
改
善
で
き
る
よ
う
に
宮
崎
交
通
に
要

望
し
た
い
。 
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中
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平成24年 新春子ども議会（綾中学校） 平成24年 新春子ども議会（綾中学校） 平成24年 新春子ども議会（綾中学校） 
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春の訪れを告げる「春いっぱいコンサート」を次のとおり開催します。 
ご家族お揃いでご来場ください。 

【問合せ先】 
春いっぱいコンサート実行委員会 
　Tel. ７７－１７８３（社会教育課内） 

３月１０日（土） 
　開  場　午後５時３０分 
　開  演　午後６時  

綾町公民館文化ホール 

綾中学校吹奏楽部、綾小学校、綾幼稚園、
町立保育所、綾結の会 
綾・照葉コーラス／高岡フレンドコーラス 

と き  
 
 

と こ ろ  

出演団体 

入場料 無  料 

♪ 綾・結の会 
　年齢とともに、視力・聴力・体力がともに衰え

てきます。私達は、大正琴の練習で前頭葉を使い、

指先を使い、体でリズムをとり、全身運動をして、

頭と体の老化防止に役立っています。 

 

 

♪ 綾幼稚園 
　私達は、楽しい会話と笑顔あふれる元気いっぱ

いの幼稚園年長組です。幼稚園生活での様々な行

事や経験を通して、心も体も大きく成長しました。

今日は、幼稚園最後の演奏となりました。これま

で練習してきたことを心にみんなで演奏を楽しみ

たいと思います。 

 

 

♪ 綾中学校吹奏楽部 
　綾中学校吹奏楽部も24歳になりました。たくさ

んのＯＢ、ＯＧ、諸先輩方の暖かいご支援のもと、

また、町内行事に参加させていただきながら、成

長させてもらっています。今後ともご要望とあら

ば楽器を吹きに行きます。よろしくお願いします。 

♪ 小学４年生 
　元気で明るい４年生です。３年生の頃からとて

も良い声で、のびのびと歌っていました。また、

何にでも前向きにチャレンジしようという気持ち

も持っている、すてきな仲間達です。今日は、国

語や音楽の日頃の学習の成果を発表します。 

 

♪ 町立保育所 
　中坪保育所18名、南俣保育所17名、北俣保育所

15名、合計50名の年長児による和太鼓演奏です。 

 

♪ 綾・照葉コーラス（団員募集！） 
　高岡フレンドコーラスのみなさんとともに水曜

日の夜、練習にいそしんでいます。 

　「みんなで歌うから大丈夫」と仲間と歌うのが

元気の源です。すてきなハーモニーを一緒に奏で

てみませんか。 

 

♪ 小学生合唱部 
　「いい顔　いい声　いい心」をモットーにして

綾町外でもいろいろなステージを体験しています。

今年は一昨年に引き続き、第78回ＮＨＫ全国学校

音楽コンクールで銅賞に入賞することができ感動

を味わいました。 

平成24年 新春子ども議会（綾中学校） 平成24年 新春子ども議会（綾中学校） 
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問い合せ先 綾町商工会  177－0017
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てるは 
図書館 
77-0180

　おはなし会＆バルーンアートショー 
 

　綾町在住の木村さんご夫婦に、絵本の読み聞かせや
人形劇をしていただきました。 
　学習室に入りきらず、立ち見が出るほど大人気でし
た。イベントハウス夢工房によるバルーンアートショ
ーでは、最後にバルーンのプレゼントもありました。 
　小さな子どもさんから大人の方まで、楽しんでいた
だきました。 

本のリサイクル市 
 
　たくさんの本や雑誌など
を無料でお持ち帰りいただ
きました。 
　寄贈してくださったみな
さん、ありがとうございま
した。 

図書館たんけん隊！！ 
 
　小学生に図書館内を探検
してもらいました。普段見
ることのできない図書館の
ウラ側を見てまわりました。 
　最後はクイズに挑戦しま
した。 

【 一般書 】 
ドキュメント口蹄疫 
読み出したら止まらない古事記 
チャンスをつかむ雑談力 
赤ちゃんにもママにも優しい安眠ガイド 
カレンダーおもしろ活用術  
ヒア・カムズ・ザ・サン 
冬姫 
かなたの子 
売り出された花嫁 

【 児童書 】 
ヤモリの指から不思議なテープ 
かんたん楽しい手づくり本 
とりをよぼう！ 
ぼくはオバケ医者の助手！　富安陽子/作 
クッキーとコースケ　　 さとうまきこ/作 
こぐまとめがね 
あかちゃんがぴたっ 
パンケーキを食べるサイなんていない？ 
まぼろしのゆきのはらえき 
 

 

　
１
月
10
日
〜
29
日
ま
で
、
自
治
公
民
館
（
杢
道
・

神
下
・
倉
輪
）
の
生
涯
学
習
「
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
」
の

作
品
展
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
ど
の
作
品
も
素
晴
ら
し
く
、
多
く
の
方
が
足
を

止
め
て
作
品
に
見
入
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

  

　
図
書
館
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
、

い
ろ
い
ろ
な
方
が
利
用
す
る
施
設
で
す
。 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
水
ぼ
う
そ
う
な
ど
、
他
の

方
に
感
染
す
る
恐
れ
の
あ
る
方
は
、
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
図
書
館
の
ご
利
用
を
お
控
え
く
だ

さ
い
。 

 

３
月
の
行
事 

　 ●
子
ど
も
映
写
会 

24
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
20
分 

「
ペ
リ
ー
ヌ
物
語
」 

●
お
は
な
し
会 

　
毎
週
土
曜
日
　
午
後
２
時
〜
２
時
30
分 

　
毎
週
日
曜
日
　
午
前
10
時
〜
10
時
20
分 

（
※
17
・
18
日
を
除
く
）　 

 

　
１
月
に
、「
読
み
聞
か
せ
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
」
を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
曜
日
の
読

み
聞
か
せ
を
希
望
さ
れ
る
方
が
多
か
っ
た
の
で
、

試
験
的
に
３
月
の
日
曜
日
に
「
お
は
な
し
会
」

を
開
催
し
ま
す
。 

　
な
お
、
土
曜
日
の
お
は
な
し
会
は
通
常
通
り

行
い
ま
す
。 

  

３
月
の
休
館
日 

　
１
日
（
木
）・
毎
週
月
曜
日 

　
12
日
（
月
）
〜
22
日
（
木
） 

 

　
蔵
書
点
検
（
図
書
館
内
に
あ
る
す
べ
て
の
資
料

を
点
検
し
、
不
明
に
な
っ
て
い
る
資
料
が
な
い
か

確
認
す
る
作
業
）
の
た
め
、
休
館
し
ま
す
。 

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

新 し く 入 っ た新 し く 入 っ た 本  ※他にもたくさんの本が入っています 

有川　浩/著 

葉室　麟/著 

角田 光代/著 

赤川 次郎/著 

図書館まつりを開催しました！ 図書館まつりを開催しました！ 
1月29日（日）、朝早くから、たくさんの方に参加していただきました。 
ありがとうございました。 
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子育て支援 
センター 
77-1154

一
時
的
保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
へ 

 

　「
ど
う
も
体
調
が
悪
く
て
、
子
供
の
世
話
を
す
る
の
が
つ
ら
い
」、「
冠
婚
葬
祭
な
ど
で

子
供
を
連
れ
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
と
き
に
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

利
用
時
間
・
・
・
月
〜
土
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
記
時
間
以
外
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

利
用
料
金
・
・
・
半
日
　 

　
５
０
０
円
（
お
や
つ
１
回
） 

１
日 

　
１
０
０
０
円
（
副
食
、
お
や
つ
２
回
） 

 

6
日
（
火
）
わ
く
わ
く
広
場 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
ア
ル
バ
ム
作
り 

　 写
真
を
整
理
し
て
「
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の

ア
ル
バ
ム
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

 

14
日
（
水
）
親
子
教
室
「
コ
ア
ラ
」　 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
劇
遊
び 

　 色
々
な
役
に
な
り
き
っ
て
、
み
ん
な
で
楽
し

い
劇
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

 

 

21
日
（
水
）
誕 

生 

会 

　 時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
3
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
を
開
き

　
　
　
　
ま
す
。 

　 対
象
者
に
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

28
日
（
水
）
ゆ
っ
た
り
子
育
て
教
室 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
懇
談
会 

　 子
育
て
の
こ
と
、
趣
味
や
料
理
、
悩
み
事
な
ど

み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
？
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
て
の
感
想
な
ど
も
聞
か
せ
て

い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。 

  

　
し
っ
と
り
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
子
ど
も
の
肌
で
す

が
、
実
は
大
人
の
肌
よ
り
も
乾
燥
し
て
い
ま
す
。

皮
膚
の
構
造
は
乳
児
も
大
人
と
同
じ
、
表
皮
、
真

皮
、
皮
下
組
織
で
で
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
厚
み

は
半
分
ほ
ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
皮
脂
の
分
泌

も
少
な
い
の
で
皮
膚
表
面
の
皮
脂
膜
も
薄
く
、
バ

リ
ア
機
能
も
未
熟
。
そ
の
た
め
、
外
か
ら
の
刺
激

に
と
て
も
弱
い
の
で
す
。
０
〜
２
歳
児
が
、
汗
や

食
べ
こ
ぼ
し
で
す
ぐ
に
肌
が
荒
れ
た
り
、
お
む
つ

か
ぶ
れ
に
な
っ
た
り
す
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。 

　
た
だ
し
、
生
後
３
ヶ
月
く
ら
い
ま
で
は
、
お
母

さ
ん
の
お
な
か
に
い
た
影
響
で
皮
脂
の
分
泌
が
活

発
で
す
。
そ
の
た
め
に
起
こ
る
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
も

あ
り
ま
す
。 

　
同
じ
子
ど
も
で
も
、
肌
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
に
く

い
子
も
い
れ
ば
、
と
て
も
敏
感
な
子
も
い
ま
す
。

ま
た
、
湿
し
ん
や
発
し
ん
の
出
方
に
も
個
人
差
が

あ
り
ま
す
。
成
長
と
と
も
に
皮
膚
の
状
態
が
改
善

す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
焦
ら
な
い
で
ケ
ア
す
る

気
持
ち
が
大
切
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
ま
た
月
齢
が
低
い
う
ち
は
、
肌
荒
れ
な
の
か
、

病
気
に
よ
る
湿
し
ん
な
の
か
、
皮
膚
科
の
専
門
医

で
も
判
断
が
難
し
い
ほ
ど
で
す
。
基
本
の
ス
キ
ン

ケ
ア
を
し
て
も
改
善
し
な
い
と
き
は
、
早
め
に
皮

膚
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

 

わくわく広場　～豆まき～ 

（
神
下
地
区
）

（
宮
原
地
区
）

（
南
麓
地
区
）

（
宮
原
地
区
）

（
四
枝
地
区
） 

（
神
下
地
区
） 

（
揚
町
地
区
） 

（
神
下
地
区
） 

（
東
中
坪
地
区
） 

平
成
24
年
1
月
1
日
生 

平
成
24
年
1
月
8
日
生 

平
成
24
年
1
月
13
日
生 

平
成
24
年
1
月
16
日
生 

平
成
24
年
1
月
17
日
生 

平
成
24
年
1
月
17
日
生 

平
成
24
年
1
月
20
日
生 

平
成
24
年
2
月
1
日
生 

平
成
24
年
2
月
1
日
生 

2
月
10
日
ま
で
に
届
出
の

あ
っ
た
子
ど
も
さ
ん
で
す 

お
誕
生 

お
め
で
と
う

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
、出
生
届
提
出 

　
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 

よ
こ
　
や
ま
　 

ひ  

か  

る 

と
く
　
ど
め
　 

な
　
　
ち 

 

い
　 

と
う
　
り
ゅ
う 

せ
い 

お
お
　
は
た
　 

る
　
　
き 

う
め
　 

だ
　
　
み
　
　 

く 

く
ろ
　 

だ
　
　
あ
き
　
と 

な
が
　
と
も
　
え  

み  

り 

な
が
　
ぬ
ま
　
た
く
　 

と 

た
ず
の 

き
　  

あ  

さ  

ひ 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

 

　 ●

新 し く 入 っ た新 し く 入 っ た 本  
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有機農業 
開発センター 
77-0100

　
農
作
業
賃
金
改
訂
の
お
知
ら
せ 

 

　
田
植
え
賃
金
・
機
械
使
用
な
ど
の
農
作

業
賃
金
に
つ
い
て
、
毎
年
改
訂
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
農
作
業
賃
金
は
、
一
応
の
目
安
で

あ
り
、
実
際
に
契
約
す
る
場
合
に
は
、
両

者
の
話
し
合
い
で
適
当
な
農
作
業
賃
金
を

決
め
て
く
だ
さ
い
。 

 

平
成
24
年
度
農
作
業
賃
金 

 

　
作
業
区
分
　
　 

賃
金
（
円/

10
ａ
当
た
り
） 

荒
　
　
起 

荒
　
　
代 

植
　
　
代 

計 機
械
植
え 

バ
イ
ン
ダ
ー 

コ
ン
バ
イ
ン 

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー 

一
般
作
業
（
男
）　 

日
当 

一
般
作
業
（
女
）　 

日
当 

  ＊
コ
ン
バ
イ
ン
で
収
穫
の
際
、
倒
伏
ま
た
は
湿

　
田
等
で
作
業
困
難
な
場
合
は
二
千
円
加
算 

（
農
業
委
員
会
） 

　
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を 

　
予
防
す
る
た
め
に 

 

　
２
０
１
０
年
秋
か
ら
11
年
春
に
か
け
て
、

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
本
県
を

含
め
全
国
９
県
24
例
の
発
生
が
あ
り
、
ま

た
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
現
在
も
散

発
的
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
シ

ー
ズ
ン
も
発
生
の
危
険
性
が
高
い
と
思
わ

れ
ま
す
。 

　
こ
の
伝
染
病
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、

以
下
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
飼
育
し
て
下

さ
い
。 

 
屋
外
で
鶏
を
飼
わ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ 

 

●
え
さ
箱
や
水
飲
み
場
に
、
野
鳥
を
近
づ

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！ 

●
飼
育
小
屋
へ
の
出
入
時
は
、
靴
底
の
洗

浄
・
消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
！ 

●
湖
や
池
な
ど
で
の
放
し
飼
い
は
自
粛
し

ま
し
ょ
う
！ 

●
鶏
の
世
話
を
し
た
後
は
、
手
洗
い
・
う

が
い
を
し
ま
し
ょ
う
！ 

●
飼
育
し
て
い
る
鶏
は
、動
物
愛
護
の
観
点

か
ら
責
任
を
持
っ
て
飼
育
し
ま
し
ょ
う
！ 

※
鶏
を
捨
て
る
（
放
置
す
る
）
と
法
律
に
よ

り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

●
鶏
に
異
常
（
続
け
て
死
亡
し
た
、
首
が

曲
が
っ
て
き
た
等
）
が
あ
る
と
き
は
、

以
下
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
！ 

①
直
ち
に
家
畜
保
健
衛
生
所
に
連
絡
す

る
。（
1
七
三
―

一
三
七
七
） 

②
飼
育
小
屋
か
ら
鳥
・
卵
な
ど
を
出
さ

な
い
。 

●
死
亡
し
た
野
鳥
を
発
見
し
た
場
合
は
、

家
畜
保
健
衛
生
所
も
し
く
は
役
場
農
林

振
興
課
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。 

 

　
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

　
宮
崎
家
畜
保
健
衛
生
所 

　
　
　
　
　
1
七
三
―
一
三
七
七 

　
綾
町
役
場
農
林
振
興
課 

　
　
　
　
　
1
七
七
―
〇
一
〇
〇 

　
宮
崎
県
中
部
農
林
振
興
局 

　
　
　
　
　
1
二
六
―
七
二
八
〇 

   

　
森
林
所
有
者
等
の
皆
様
へ 

 

　
昨
年
４
月
に
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」

を
具
体
化
し
て
い
く
た
め
森
林
法
が
改
正

さ
れ
、
次
の
よ
う
な
制
度
の
創
設
や
拡
充

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
皆
様

が
林
業
経
営
を
行
う
上
で
重
要
な
内
容
で

す
の
で
、
御
理
解
の
上
、
御
留
意
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
最

寄
り
の
市
町
村
や
西
臼
杵
支
庁
・
各
農
林

振
興
局
の
林
務
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

１
　
森
林
経
営
計
画
制
度
の
創
設 

 

　
こ
れ
ま
で
の
森
林
施
業
計
画
に
か
わ
り
、

今
年
４
月
か
ら
森
林
経
営
計
画
が
創
設
さ

れ
ま
す
。 

　
今
後
は
、
森
林
経
営
計
画
を
作
成
し
て

い
な
い
森
林
に
つ
い
て
は
、
植
栽
、
下
刈
り
、

除
伐
、
間
伐
、
森
林
作
業
道
開
設
等
の
国

庫
補
助
事
業
を
原
則
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。 

　
な
お
、
現
在
作
成
し
て
い
る
森
林
施
業

計
画
（
計
画
期
間
／
５
カ
年
間
）
の
う
ち
、

計
画
期
間
が
今
年
４
月
以
降
も
あ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
森
林
経
営
計
画
と
み
な
す

と
い
う
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
経
過

措
置
の
期
間
は
現
時
点
で
は
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。 

 

２
　
森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
の
創
設 

 

　
今
年
４
月
以
降
、
新
た
に
森
林
の
土
地

の
所
有
者
と
な
っ
た
方
は
、
市
町
村
長
へ

の
事
後
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

(1) 

届
出
対
象
者 

　
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続

等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し

た
方
は
、
面
積
に
か
か
わ
ら
ず
届
出
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
国
土

利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約
（
都

市
計
画
区
域
以
外
の
場
合
は
１
ha
以
上
）

の
届
出
を
提
出
さ
れ
て
い 

五
、〇
〇
〇 

四
、〇
〇
〇 

四
、五
〇
〇 

一
三
、五
〇
〇 

五
、五
〇
〇 

五
、五
〇
〇 

一
二
、〇
〇
〇 

六
、五
〇
〇 

五
、二
〇
〇 

五
、二
〇
〇 
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る
方
は
対
象
外
で
す
。 

(2) 
届
出
期
間 

   
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90

日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市

町
村
長
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

(3) 

届
出
事
項 

　
届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前
所
有
者

の
住
所
氏
名
、
所
有
者
と
な
っ
た
年
月
日
、

所
有
権
移
転
の
原
因
、
土
地
の
所
在
場
所
・

面
積
と
と
も
に
、
土
地
の
用
途
等
を
記

載
し
ま
す
。
添
付
書
類
と
し
て
、
登
記

事
項
証
明
書
（
写
し
も
可
）
又
は
土
地

売
買
契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
が
分
か
る
書
類
の
写
し
、
土
地
の
位

置
を
示
す
図
面
が
必
要
で
す
。 

 

３
　
無
秩
序
な
伐
採
、造
林
未
済
地
の
防
止
の
強
化 

 

　
今
年
４
月
以
降
、
市
町
村
長
は
伐
採
届

出
を
せ
ず
に
伐
採
し
た
者
が
伐
採
後
の
造

林
を
し
て
お
ら
ず
、
災
害
を
発
生
さ
せ
る

お
そ
れ
等
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新

た
に
伐
採
後
の
造
林
を
す
べ
き
旨
を
命
ず

る
こ
と
等
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
無
届
出
伐
採
等
の
罰
金
が
30
万
円

か
ら
１
０
０
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

４
　
早
急
に
間
伐
を
実
施
す
る
た
め
の
制
度
の
拡
充 

 

　
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
計
画
期
間
内

（
前
期
５
年
）
に
間
伐
を
実
施
す
る
こ
と
が
、

必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
森
林
を
「
要

間
伐
森
林
」
と
し
て
計
画
書
に
記
載
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
市
町
村
長
は
、
間
伐
等
を
早
急

に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
要
間
伐
森
林
で
あ
る
旨
を
通
知
し
、

間
伐
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
施
業

実
施
の
勧
告
等
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
勧
告
等
を
行
っ
て
も
間
伐
が

実
施
さ
れ
な
い
場
合
は
、
知
事
が
調
停
案

を
作
成
し
受
託
の
勧
告
を
行
い
、
調
停
案

が
受
託
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
間
伐
木
の

所
有
権
の
移
転
及
び
土
地
の
使
用
権
の
設

定
に
関
す
る
契
約
の
締
結
又
は
分
収
育
林

契
約
の
裁
定
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

 

　
問
い
合
わ
せ
先 
 

　
中
部
農
林
振
興
局
　
林
務
課 

　
　
　
　
　
1
二
六
―
七
二
八
三 

　
役
場
　
農
林
振
興
課 

　
　
　
　
　
1
七
七
―
〇
一
〇
〇 

   

毎
月
20
日
は
、 

「
県
内
一
斉
消
毒
の
日
」
で
す
。 

畜
舎
等
の
消
毒
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
！ 
綾雛山まつりを楽しんだあと、 
　　綾町森林セラピー・街中コースを体験してみませんか？ 
 

※綾雛山まつり期間中 

 
○受付会場　綾町観光案内所（ほんものセンター前） 
○受付時間　午後１時～午後２時　※定員になり次第締め切ります。 
　　　　　　（雛山まつり期間中、毎日受付！） 
○体験時間　１時間30分程度 
　　　　　　（お客様のご都合に適宜対応いたします！） 
○体 験 料　お一人様　500円 
　　　　　　（２名様よりご案内します！） 
 
 

 ★  ★  ★ 

内　　　容 定　　　員 

Ａ：綾神社周辺コース 

Ｂ：綾川荘周辺コース 
2～6名程度を１組として、 
各2組まで 

詳しくは、農林振興課内 
森林セラピー推進協議会事務局 
（長峰）まで！　177-0100

もりりん 
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日付 時間 地区 時間 地区 実施日 実施日 地　区 診療時間 

無医地区巡回診療 集合場所：各自治公民館 

◎
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
（
昼
） 

と
　
き
　
3
月
9
日（
金
）午
前
９
時
30
分
〜 

対
　
象
　
妊
婦
　 

　 ◎
乳
児
相
談
（
お
っ
ぱ
い
・
育
児
相
談
） 

と
　
き
　
3
月
9
日
（
金
）
午
後
１
時
〜 

対
　
象
　
乳
児
と
母
親
　 

　 ◎
離
乳
食
教
室 

と
　
き
　
３
月
13
日
（
火
） 

対
　
象
　
個
別
に
通
知
し
ま
す 

 

◎
　 

歳
児
健
康
診
査 

と
　
き
　
３
月
15
日
（
木
） 

対
　
象
　
平
成
22
年
６
・
７
・
８
月
生 

　
　
　
　
お
よ
び
未
受
診
者 

 

◎
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
（
夜
） 

と
　
き
　
３
月
23
日
（
金
）
午
後
７
時
〜 

対
　
象
　
妊
婦
と
そ
の
夫 

 

※
す
べ
て
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。 

  

不
妊
治
療
費
の
助
成
に
つ
い
て 

 

　
綾
町
で
は
不
妊
治
療
費
（
一
般
不
妊
治

療
費
・
特
定
不
妊
治
療
費
）
の
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
補
助
は
平
成
23

年
３
月
か
ら
平
成
24
年
２
月
分
ま
で
の
検

査
費
用
や
治
療
費
が
該
当
し
ま
す
。
平
成

24
年
３
月
中
に
申
請
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
詳
細
は
健
康
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
（
担

当
村
岡
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
診
を
受
診
し
よ
う
！ 
 

　
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方
々
を
対
象
に

健
診
を
行
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防

は
早
く
始
め
る
こ
と
が
有
効
な
た
め
、
綾

町
で
は
若
い
方
々
の
健
診
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
御
自

分
の
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
受
診
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
申
込
く
だ
さ
い
。 

 

と
　
き
　
３
月
16
日（
金
）午
前
８
時
15
分
〜 

対
　
象
　
町
内
在
住
の
20
歳
〜
39
歳
の
方 

料
　
金
　
５
０
０
円 

内
　
容
　
問
診
、
身
体
測
定
、
身
体
診
察
、

　
　
　
　
血
圧
、
血
液
検
査
等 

申
込
先
　
健
康
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
1
７
７
―
０
１
９
５ 

そ
の
他
　
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
健
診
日

　
　
　
　
前
に
問
診
票
等
を
送
付
し
ま
す
。 

 

　
綾
の
春
を
満
喫
し
て
歩
き
ま
し
ょ
う
！ 

　
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 
 

日
　
時
　
３
月
８
日
（
木
）
午
前
９
時
〜 

集
合
場
所
　
高
年
者
セ
ン
タ
ー 

散
策
場
所
　
綾
南
川
周
辺
か
ら
酒
泉
の
杜

に
向
け
て
往
復
２
〜
５
㎞ 

用
意
す
る
も
の 

　
　
　
水
筒
（
お
茶
）・
お
に
ぎ
り
・
箸 

　
　
　
＊
豚
汁
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

参
加
費
　
無
　
料 

 

主
　
催
　
綾
町
食
生
活
改
善
推
進
委
員
会 

申
込
先
　
綾
町
健
康
セ
ン
タ
ー 

（
1
７
７
―
０
１
９
５
） 

 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
注
意
！ 

 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
警
報
レ
ベ

ル
を
こ
え
ま
し
た
。
肺
炎
な
ど
重
症
化
す

る
方
も
あ
り
ま
す
。
手
洗
い
・
う
が
い
・
マ

ス
ク
の
着
用
・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

と
睡
眠
で
感
染
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
か
か
っ
た
か
な
と
思
っ
た
と
き
は

早
め
に
受
診
し
、
外
出
を
控
え
休
養
を
と

り
ま
し
ょ
う
。 

 

77-0195

健 康 
センター 

お
し
ら
せ 

　
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
づ
く
り
、
母
子
保
健
、
介
護
保
険
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
母
子
手
帳
は
随
時
発
行
し
ま
す
。
妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
早
め
に

母
子
手
帳
を
も
ら
い
、
妊
婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。（
妊
婦
健
診

助
成
は
14
回
で
す
。） 

13：00～　 
　14：00 

 
13：00～　 
　14：00

倉　輪 

広　沢 

15（木） 

16（金） 

日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 

 

日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 

木 
金 
月 
水 
木 
月 
火 
水 

1 
2 
5 
7 
8 
12 
13 
14

木 
金 
月 
水 
木 
金 
火 
水 

15 
16 
19 
21 
22 
23 
27 
28

9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 

9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 

神　下 
西中坪 
立　町 
東中坪 
北　麓 
昭　和 
宮　原 
二反野 

上　畑 
古　屋 
中　堂 
四　枝 
麓 
南　麓 
宮　谷 
揚　町 

1.6



地
区 

日
付 

（木） 

 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） （旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

上 畑・四 枝 
中 堂・揚 町 
立 町 

宮　谷 
古　屋 
昭　和 

宮　原 神　下 
東中坪 
西中坪 
南　麓 

麓 
北　麓 

杢 道・割 付 
倉 輪・二反野 
久木野  々
竹 野・尾 立 

1 
 

2 

5 

6 

7 

8 
 

9 

12 

13 

14 

15

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

カン・ビン（赤） 

 

 

蛍光管・乾電池 
布類（赤） 
ダンボール 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

 

ペットボトル（赤） 

 

 

 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

ペットボトル（赤） 

 

 

 

 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

ペットボトル（赤） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

 
 古　紙 

　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

 

ペットボトル（赤） 

古紙 〔雑誌・菓子箱〕 
　　 〔牛乳パック〕 
　　 〔新聞チラシ類〕 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 



地
区 

日
付 

一般廃棄物最終処分場　　がれきやブロック片などの埋立ごみ・火山灰 
（旧）焼却場開場日　　　  古紙・古布類 『午前９時～午後４時』 

（金） 

（日） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

（金） 

上 畑・四 枝 
中 堂・揚 町 
立 町 

宮　谷 
古　屋 
昭　和 

宮　原 神　下 
東中坪 
西中坪 
南　麓 

麓 
北　麓 

杢 道・割 付 
倉 輪・二反野 
久木野  々
竹 野・尾 立 

16 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

26 

27 

28 

29 

30

※（　）内の色は、ごみ袋の色です。 
※新聞や段ボールなどの古紙は、ビニールひもで十文字に縛りましょう。 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

金属類（赤） 
燃やせないごみ（黒） 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

 

 

 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

蛍光管・乾電池 
布類（赤） 
ダンボール 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 
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Information

 

　
３
月
・
４
月
は
、
学
生
や
新
社
会
人
等

の
異
動
が
多
く
な
り
、
窓
口
が
混
雑
し
ま

す
。 

　
新
住
所
・
引
越
し
日
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
、
印
鑑
、
保
険
証
等
を
お
持
ち
に
な
り
、

役
場
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
異
動
届
を
受
付
す
る
際
に
、
届

出
さ
れ
る
方
の
、
本
人
確
認
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
・

パ
ス
ポ
ー
ト
・
顔
写
真
付
住
基
カ
ー
ド
等
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

（
町
民
生
活
課
） 

    

　 　
平
成
24
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

受
付
が
３
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
子
ど
も

会
、
運
動
ク
ラ
ブ
、
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ

ば
加
入
で
き
ま
す
。
加
入
し
て
万
一
の
ケ

ガ
や
賠
償
責
任
な
ど
の
事
故
に
備
え
ま
し

ょ
う
。 

【
手
続
き
は
簡
単
】
加
入
依
頼
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
掛
け
金
を
添
え
て
指
定

銀
行
の
窓
口
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
だ

け
で
す
。
前
年
度
加
入
団
体
に
つ
き
ま

し
て
は
、
３
月
上
旬
に
発
送
予
定
で
す
。 

【
保
険
期
間
】
毎
年
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
、
４
月
１
日
以
降
の

入
金
の
場
合
は
、
入
金
日
の
翌
日
よ
り

保
険
が
有
効
に
な
り
ま
す
。 

 

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。 

（
社
会
教
育
課
） 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
宮
崎
県
支
部 

　
　
　
　
　
　
　
五
五
―
三
一
三
六 

   

　
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
、
毎
日
の

暮
ら
し
の
な
か
に
は
い
ろ
い
ろ
な
不
安
や

疑
問
、
判
断
に
迷
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

対
象
者
　
日
常
生
活
に
不
安
を
抱
え
て
い

る
高
齢
者
や
認
知
症
の
高
齢
者
、
知
的

障
が
い
の
あ
る
方
、
精
神
に
障
が
い
の

あ
る
方
な
ど 

※
認
知
症
の
診
断
を
受
け
て
い
な
い
方
、
療

育
手
帳
や
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

お
持
ち
で
な
い
方
も
利
用
で
き
ま
す
。 

利
用
料
　
相
談
は
無
料
。 

サ
ー
ビ
ス
は
、１
回
１
時
間
ま
で
８
０
０
円 

※
１
時
間
を
超
え
る
場
合
は
、
そ
れ
以
降
30

分
ご
と
に
４
０
０
円
。 

そ
の
他
、
貸
金
庫
の
利
用
料
有
。 

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
の
利
用
料
は
、

貸
金
庫
の
利
用
料
を
除
い
て
無
料
で
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
社
会
福
祉
協
議
会
　
七
七
―
三
〇
六
六 

  

　
成
人
式
の
集
合
写
真
が
で
き
あ
が
り
ま

し
た
。
申
し
込
み
さ
れ
て
い
る
方
で
、
ま

だ
受
取
り
が
お
済
み
で
な
い
方
は
領
収
書

を
持
っ
て
、
教
育
委
員
会
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。 

　
綾
町
以
外
に
お
住
ま
い
の
新
成
人
の
方

は
、
ご
家
族
の
方
が
代
理
で
受
け
取
り
で

き
ま
す
。（
領
収
書
紛
失
の
方
は
左
記
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
） 

 
写
真
受
取
期
間
　
３
月
30
日
（
金
）
ま
で 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
綾
町
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課 

　
　
　
　
　
　
七
七
―
一
一
八
三 

 

 

●
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な

時
は
免
除
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。 

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申
請

を
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険
料
の
全
額
、

ま
た
は
一
部
が
免
除
と
な
る
「
保
険
料
免

除
制
度
」
や
「
一
部
納
付
（
免
除
）
制
度
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
免
除
の
期
間
は
、
申

請
し
た
年
度
の
７
月
か
ら
翌
年
の
６
月
分

ま
で
で
す
。 

　
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
保
険

料
が
未
納
の
状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

活
用
し
ま
し
ょ
う
。 

　
免
除
さ
れ
た
保
険
料
は
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
、
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
２
年
を
過
ぎ
る
と
加
算
額
が
つ

き
ま
す
。 

 

※
申
請
の
時
期
（
申
請
が
１
〜
６
月
ま
で
の

間
の
場
合
）
に
よ
っ
て
、
前
々
年
の
所
得

で
審
査
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※
一
部
保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

そ
の
期
間
の
一
部
免
除
が
無
効
（
未
納
と

同
じ
）
と
な
る
た
め
、
将
来
の
老
齢
基
礎

年
金
の
額
に
反
映
さ
れ
ず
、
ま
た
、
障
害

や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
生
じ
た

場
合
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 
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Information

●
免
除
の
対
象
と
な
る
所
得
基
準 

　
保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
に
は
、
本
人

の
ほ
か
、
配
偶
者
や
世
帯
主
な
ど
の
前
年

所
得
が
所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
所
得
基
準
を
超
え
て
い
て
も

災
害
、
失
業
、
事
業
の
廃
止
な
ど
の
理
由

に
よ
っ
て
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

 

●
未
納
に
せ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い 

　
免
除
申
請
に
は
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
な

ど
が
必
要
で
す
が
、
上
記
の
他
に
も
添
付

し
て
い
た
だ
く
書
類
が
必
要
な
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
市
区
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
所
得
税
・
市
町
村
税
の
申
告

は
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。 

　
支
払
い
が
困
難
な
と
き
で
も
未
納
の
ま

ま
に
せ
ず
、
上
記
の
免
除
制
度
を
は
じ
め
、

納
付
猶
予
や
納
付
特
例
な
ど
の
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
市
区
町
村
の
窓
口
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
宮
崎
年
金
事
務
所
　
五
二
―
二
一
一
一 

　
福
祉
保
健
課
　
　
　
七
七
―
一
一
一
四 

 

　
宮
崎
県
聴
覚
障
害
者
協
会
で
は
、
県
内

各
地
で
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
の
講
習
会
を
通
じ
て
聴
覚

障
害
者
の
言
語
で
あ
る
手
話
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
聴
覚
障
害
者
の

情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
担

う
人
材
の
養
成
を
担
う
大
切
な
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

会
　
　
場
　
国
富
町
社
会
福
祉
協
議
会 

開 

催 

日
　
４
月
27
日
（
金
） 

受
講
期
間
　
５
ヶ
月
間
（
全
20
回
） 

　
　
　
　
　
毎
週
金
曜
日
　
午
後
７
時
〜 

　
　
　
　
　（
修
了
証
書
授
与
） 

参 

加 

費
　
三
、九
〇
〇
円（
テ
キ
ス
ト
代
等
） 

参
加
条
件
　
福
祉
に
理
解
と
熱
意
を
有
す

る
高
校
生
以
上
の
方 

申
込
方
法
　
官
製
は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、

①
国
富
会
場
希
望
、
②
住
所
、
③
氏
名
、

④
連
絡
先
を
必
ず
記
入
す
る
こ
と
。 

申
込
締
切
日
　
４
月
13
日
（
金
） 

 

2
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
社
会
福
祉
法
人 

宮
崎
県
聴
覚
障
害
者
協
会 

　
電
話
　
三
八
―
八
七
三
三 

　
宛
先
　
〒
８
８
０
―
０
０
５
１ 

　
　
宮
崎
市
江
平
西
２
丁
目
１
番
20
号 

　
　
県
立
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
内 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
二
九
―
二
二
七
九 

 

　
綾
町
の
公
共
下
水
道
は
、
今
年
で
供
用

開
始
６
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
回
新

た
に
、
左
地
図
に
示
す
範
囲
に
お
住
ま
い

の
方
が
、
下
水
道
に
接
続
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
加
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
さ
ら
に
町
の
住
環
境
を
良
く
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
早
め
の
加
入

（
接
続
）
を
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
建
設
課
　
七
七
―
三
四
六
七 

 

　
次
の
と
お
り
宮
崎
県
職
員
・
警
察
官
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
県
職

員
・
警
察
官
採
用
試
験
の
受
験
を
考
え
て

い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

　
参
加
に
は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
詳
細
は
直
接
申
し
込
み
先
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

日
時
　
平
成
24
年
３
月
11
日
（
日
曜
日
） 

　
　
　
午
後
１
時
45
分
〜
午
後
４
時
30
分 

　
　
　（
午
後
１
時
15
分
か
ら
受
付
） 

今回新たに下水道に接続できる区域 
南俣保育所、南麓団地、麓、 
立町地区の一部 
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場
所
　
Ｊ
Ａ
・
Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル 

　
　
　（
宮
崎
市
霧
島
１
丁
目
１
番
地
１
）  

 ※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
公
共
交
通
機
関
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

2
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
宮
崎
県
人
事
委
員
会
事
務
局
　
総
務
課 

　
電
話
　
二
六
―
七
二
五
九 

　
Ｅ
メ
ー
ル 

　jin
ji-so

m
u
@
p
re
f.m
iya
za
ki.lg

.jp
 

   

　
体
力
測
定
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。 

　
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
あ
な
た
の
運
動
年
齢
を

測
っ
て
み
て
は
・
・
・ 

日
　
時
　
３
月
16
日
（
金
）
午
後
７
時
30
分
〜 

場
　
所
　
て
る
は
ド
ー
ム 

参
加
料
　
無
料 

内
　
容
　
握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座
体

前
屈
・
反
復
横
と
び
・
シ
ャ
ト

ル
ラ
ン
・
立
ち
幅
と
び 

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
中
学
生

　
以
下
は
保
護
者
同
伴
と
し
ま
す
。 

（
社
会
教
育
課
） 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
て
る
は
ド
ー
ム
　
七
七
―
一
一
一
五 
 

 

　
３
月
の
水
質
検
査
は
、
３
月
27
日
（
火
）

で
す
。
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
26
日
（
月
）

ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。 

　
検
査
手
数
料
は
五
、
二
五
〇
円
で
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
建
設
課
上
下
水
道
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
―
三
四
六
七 

   

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
、
綾
町
の

人
権
擁
護
に
ご
尽
力
頂
い
て
い
る
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
人
権
問
題
で

お
困
り
の
方
・
心
配
事
が
あ
る
方
は
安
心

し
て
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
綾
町
の
人
権
擁
護
委
員 

川
上
和
子
（
立
町
）
2
七
七
―
二
〇
五
六 

日

通
夫
（
揚
町
）
2
七
七
―
三
一
八
八 

籾
田
孝
一
（
古
屋
）
2
七
七
―
〇
五
七
二 

（
町
民
生
活
課
） 

 

    

　
平
成
24
年
度
の
奨
学
生
を
つ
ぎ
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。 

①
対
象
者 

●
綾
町
居
住
者 

●
有
能
な
資
質
が
あ
り
、
向
学
心
に
富

み
、
心
身
共
に
健
全
で
あ
る
者 

●
保
護
者
に
各
種
の
税
、
料
金
の
滞
納

が
無
い
こ
と
（
保
護
者
の
所
得
証
明
書
添
付
） 

②
保
証
人 

●
保
護
者
と
は
別
の
生
計
を
営
む
者
で
、

原
則
と
し
て
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者 

●
年
齢
が
申
込
年
度
末
時
点
で
、
満
65

歳
以
内
の
者 

●
各
種
の
税
、
料
金
の
滞
納
が
無
い
者 

③
貸
付
金
（
月
額
） 

●
大
学
生
…
…
…
…
…
三
〇
、〇
〇
〇
円 

　（
短
大
、専
修
学
校
、各
種
学
校
を
含
む
） 

●
私
立
高
校
生
…
…
…
二
五
、〇
〇
〇
円 

●
公
立
高
校
生
…
…
…
二
〇
、〇
〇
〇
円 

●
通
学
費
貸
付（
高
校
生
）…
一
〇
、〇
〇
〇
円 

　（
奨
学
資
金
と
は
重
複
で
き
な
い
） 

④
返
済 

●
無
利
子 

●
貸
付
終
了
の
６
ヶ
月
後
か
ら
、
貸
付

期
間
の
２
倍
の
期
間
で
返
済
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

⑤
提
出
書
類 

　
奨
学
生
願
書
、
奨
学
生
推
薦
調
書
、
所

　
得
証
明
書 

⑥
申
込
期
間 

　
平
成
24
年
１
月
10
日（
火
）〜
３
月
26
日（
月
） 

⑦
申
込
方
法 

提
出
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

●
入
学
支
度
金
貸
付
を
新
設
し
ま
し
た
。 

綾
小
中
学
校
に
入
学
前
に
貸
付
け
（
二

〇
、
〇
〇
〇
円
程
度
）。
入
学
後
に
就
学

援
助
費
で
返
済
。
保
証
人
は
不
要
で
す
。 

 

2
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
教
育
総
務
係
　
七
七
―
一
一
八
三 

   

　
酒
泉
の
杜
に
近
接
す
る
「
創
造
の
森
」（
恋

人
の
聖
地
）
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
、「
照

葉
短
歌
賞
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
短
歌
賞
は
「
恋
人
の
聖
地
」
に
全
国

か
ら
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
づ
れ
が
訪

れ
る
よ
う
、「
愛
・
恋
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

短
歌
を
募
集
す
る
と
と
も
に
、
受
賞
者
の

方
々
を
表
彰
し
、
短
歌
を
創
造
の
森
に
顕

彰
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

て
る
は 
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【
募
集
要
項
】　 

作
　
品
　
未
発
表
作
品
　
１
人
１
首 

テ
ー
マ
　「
愛（
家
族
、親
子
の
愛
も
含
む
）、恋
」 

※
愛
や
恋
の
字
が
入
っ
て
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。 

※
応
募
作
品
の
版
権
は
、主
催
者
に
属
し
ま
す
。 

【
応
募
方
法
】
官
製
ハ
ガ
キ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
可
）

に
、
①
住
所
、
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

③
年
齢
、
④
郵
便
番
号
、
⑤
電
話
番
号

を
明
記
し
、
３
月
23
日
（
金
）
必
着
（
当

日
消
印
有
効
）
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

【 

選
　
者 

】 

　
現
代
歌
人
協
会
理
事
　
伊 

藤  

一 

彦 
氏 

【
　
賞
　
】 

○
一
般
の
部
　
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞

２
点
、
佳
作
３
点 

○
小
・
中
学
生
の
部
　
最
優
秀
１
点
、　
優

秀
賞
２
点
、
佳
作
３
点 

○
高
校
生
の
部
　
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀

賞
２
点
、
佳
作
３
点 

【
発
表
・
表
彰
】
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、

前
も
っ
て
作
者
に
通
知
し
、
４
月
30
日

（
月
）
に
創
造
の
森
（
酒
泉
の
杜
対
岸
）

で
表
彰
い
た
し
ま
す
。 

【 

応
募
先 

】 

　
綾
町
役
場
　
産
業
観
光
課
内
　 

　
恋
人
の
聖
地「
綾
町
照
葉
短
歌
賞
」募
集
係 

　（
住
　
所
）
〒
八
八
〇
―
一
三
九
二 

　
　
　
　
　
　
綾
町
大
字
南
俣
五
一
五
番
地 

　（
Ｆ
Ａ
Ｘ
） 

七
七
―
二
〇
九
四 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
産
業
観
光
課
　
七
七
―
三
四
六
四 

    

　
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
６
人
制
）・

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
（
４
人
制
）
を
開
催

し
ま
す
。 

と
　
き
　
３
月
１
日
（
木
）・
２
日
（
金
） 

　
１
日
　
開
会
式
　
　
午
後
７
時
30
分
〜 

　
　
　
　
試
合
開
始
　
午
後
８
時
〜 

　
２
日
　
試
合
開
始
　
午
後
７
時
30
分
〜 

と
こ
ろ
　
て
る
は
ド
ー
ム 

チ
ー
ム
編
成
　 

　
①
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
６
人
制
）
の
部 

　
　
・
コ
ー
ト
内
は
男
女
混
合
と
す
る
。 

　
②
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
（
４
人
制
）
の
部 

　
　
・
男
女
・
年
齢
制
限
な
し 

 

※
参
加
申
込
受
付
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
て
る
は
ド
ー
ム
　
七
七
―
一
一
一
五 

 

 

　
高
校
生
育
成
会
で
は
、
次
の
と
お
り｢

高

校
生
の
集
い｣

を
中
学
校
の
先
生
方
を
迎

え
て
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
高
校
生
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

と
　
き
　
３
月
４
日
（
日
） 

　
　
　
　
午
後
３
時
〜
８
時
30
分 

と
こ
ろ
　
町
体
育
館
・
高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
球
　
技
（
午
後
３
時
〜
） 

　
　
　
　
懇
話
会
（
午
後
６
時
〜
） 

（
社
会
教
育
課
） 

 

　 　
町
民
の
み
な
さ
ま
の
生
涯
学
習
へ
の
関

心
を
一
層
高
め
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
ら

学
ぶ
講
座
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
に
、
左

記
に
よ
り
行
い
ま
す
。 

　
生
涯
学
習
講
座
や
自
主
講
座
の
受
講
生

の
み
な
さ
ん
が
、
こ
の
一
年
間
学
ん
だ
結

果
を
楽
し
く
、
華
や
か
に
発
表
し
ま
す
の

で
、
多
く
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

日
　
時
　
平
成
24
年
３
月
17
日
（
土
） 

　
　
　
　
　
　
午
後
６
時
〜
８
時
半 

会
　
場
　
綾
町
公
民
館
文
化
ホ
ー
ル 

発
表
者
　
町
公
民
館
講
座
及
び
自
治
公
民

　
館
講
座
、
自
主
講
座
の
受
講
者
及
び
講
師 

（
社
会
教
育
課
） 

   

Information

※
内
容
は
一
部
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す 

1

期
間
　
２
／

25
（
土
）
〜
３
／
４
（
日
） 

 

∇
商
工
会
青
年
部
の
作
る
迫
力
の
雛
山 

∇
ク
ッ
チ
ー
ナ 

リ
ナ
ル
ド
の
出
店 

（
土
日
の
み
） 

∇
東
日
本
大
震
災
鎮
魂
作
品
展
示 

（
３
月
中
旬
ま
で
） 

∇
商
工
会
女
性
部
に
よ
る
押
し
花
ア
ー

ト
無
料
体
験
（
土
日
の
み
） 

∇
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
綾
に
よ
る
甘
酒
振
る

舞
い
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
販
売 

 　
期
間
　
３
／

15
（
木
）
〜
３
／

21
（
水
） 

　
期
間
　
３
／

24
（
土
）
〜
４
／

27
（
金
） 

 

　
綾
に
伝
わ
る
民
話
を
、
方
言
を
交
え

た
文
で
紹
介
す
る
展
示
会
で
す
。 

　
老
人
に
は
懐
か
し
く
、
若
い
人
に
は

新
し
い
発
見
が
！ 
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日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 

33 汲み取り日 ※浄化槽の中に、雑巾や衣類が混入すると機械の故障の原因になります。 トイレットペーパー以外の異物を流さないようにして下さい。 
 

月 月 

1 

2 

5 

6 

7 

8 

9 

12 

13 

14 

15 

16 

19 

21 

22 

23 

26 

27 

28 

29 

30

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

昭　和 

割　付 

久木野 ・々尾立・小田爪 

宮　原 

宮　原 

中川原住宅・中　堂 

四　枝 

四　枝 

上　畑 

宮　谷 

神　下 

昭　和・東中坪 

二反野 

古　屋 

尾　立・竹　野 

杢　道・　麓　 

麓 

麓 

南麓住宅・北　麓 

西中坪・南　麓 

立　町・揚　町 

　３月１日から７日まで全国一斉に「春季全国火災予防運動」が行われます。 

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎え、日頃忘れがちな火災に対する警戒心を喚起し、火

災予防を推進するものです。あわせて「全国山火事予防運動」、「車両火災予防運動」も実施されます。 

火の用心 ７つのポイント 
１．寝たばこは、絶対にやめる。 
２．ストーブは、燃えやすいものから離れたところで使用する。 
３．ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。 
４．逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。 
５．寝具や衣類からの火災を防ぐために、防火製品を使用する。 
６．火災を小さいうちに消すために、住宅用消化器等を設置する。 
７．お年寄りや身体の不自由な人を守るために、近隣所の協力体制をつくる。 
 

 

　
交
通
災
害
共
済
は
、
町
村
で
組
織
し
た

特
別
地
方
公
共
団
体
で
取
扱
を
し
て
い
る

制
度
で
、
国
内
で
自
動
車
・
航
空
機
・
定

期
旅
客
船
・
バ
ス
・
自
転
車
な
ど
で
、
交

通
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
に
対
し
、
死
亡
見

舞
金
や
障
害
見
舞
金
、
通
院
日
数
に
応
じ

た
見
舞
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。 

 

申
込
書
は
、
班
加
入
者
に
つ
い
て
は
班
を

通
じ
て
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
無
い
場
合

は
役
場
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
　 

　
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
掛
金
を
ご

持
参
い
た
だ
き
、
役
場
窓
口
で
お
申
し
付

け
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
郵
便
局
で
も
申
込
み
で
き
ま
す
。 

 

共
済
期
間
　
平
成
24
年
４
月
１
日
〜 

平
成
25
年
３
月
３
１
日 

共
済
掛
金
　
１
人
当
た
り
年
額
５
０
０
円 

申
込
期
間
　
３
月
29
日
（
木
）
ま
で 

（
町
民
生
活
課
）  

全国火災予防運動 
「消したはず 決めつけないでもう一度」

 あなたを守る  合言葉
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　現在は、高額な外来診療を受けたとき、ひと月の窓口負担が自己負担限度額以上になった場合でも、いっ

たんその額をお支払いいただき、後で高額療養費としてお返ししていましたが、平成24年４月１日からは、

限度額適用認定証等や被保険者証等を提示すれば、限度額を超える分を支払う必要はなくなり、ひと月の医

療機関等の窓口での支払が一定の金額にとどめられます。 

 

　平成24年4月から、自己負担が1割から2割に引き上げられる予定でしたが、平成25年3月31日まで1割

に据え置かれることになりました。 

　対象の方へ3月下旬に保険証を送付いたしますので新しい保険証を病院窓口でご提示ください。 
 

　※ただし所得条件により自己負担が3割の方につきましては変更ありません。 

● 70歳未満の国民健康保険加入者 

● 70～74歳の国民健康保険加入者 
● 後期高齢者医療加入者 

＊所得区分により、手続きが異なりますので、事前にお電話でお問い合わせください。 

問い合せ先：福祉保健課 保健推進係　1 77－1114

所得区分 

上位所得者  

一 般  

住民税非課税 

所得区分 

現役並み所得者 

一 般  

Ⅱ  

Ⅰ 
低所得 

自己負担限度額（月額） 

自己負担限度額（月額） 

手　続　き 

手　続　き 

150,000円＋（かかった医療費－500,000円）×1％ 

80,100円＋（かかった医療費－267,000円）×1％ 

35,400円 

80,100円＋（かかった医療費－267,000円）×1％ 

44,400円 

24,600円 

15,000円 

役場窓口にて、「限度額適用認定証」の交付を申請し、 

医療機関窓口で提示して下さい。 
　 

役場窓口にて、「限度額適用・標準負担額限度額認定証」 
の交付を申請し、医療機関窓口で提示して下さい。 

役場窓口での手続は必要ありません。 

保険証を医療機関窓口で提示して下さい。 
　 

役場窓口にて、「限度額適用・標準負担額限度額認定証」 

の交付を申請し、医療機関窓口で提示して下さい。 

　
平
成
24
年
１
月
19
日
（
木
）
連
携
会
議

が
行
わ
れ
、
１
年
間
の
活
動
報
告
と
今
後

の
取
り
組
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
①
「
各
種

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設
置
」、
②
「
管

理
経
営
計
画
」、
③
「
短
期
行
動
計
画
Ⅲ

期
（
平
成
25
年
４
月
〜
）
の
素
案
作
成
」

の
話
し
合
い
を
進
め
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

　
地
域
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

だ
け
で
な
く
各
種
調
査
・
研
究
が
な
さ
れ
、

ま
た
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
登
録
へ

向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
同
日
19
時
か
ら
高
年
者
研
修
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
綾
プ
ロ
事
業
説
明

会
に
は
、
過
去
最
高
の
１
３
０
名
の
参
加

が
あ
り
、
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

来
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
が
承
認 

さ
れ
ま
し
た
！ 

綾プロ事業説明会で、地域づくりＷＧが 
発表しました。 
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　申告は、住民税や国民健康保険税の計算をする資料として使われます。また申告をされなかっ

た場合には、各種控除等の適用を受けることができない上、保育所入所、公営住宅の入居、介護

保険、奨学資金などに必要な証明書も発行することができません。申告漏れのないよう必ず期限

内に申告しましょう。 
 
● 申告相談会場を開設します 
３月４日と11日の日曜日に限り、申告相談会場を開設します。 
　時　間　　午前９時～11時 ／ 午後１時30分～４時 
　場　所　　役場ロビー会議室 

 
※日曜日受付については、例年２月の第３・第４日曜日を予定しておりますが、今年は3月の上記

日時に変更しております。お間違えのないよう、ご注意ください。 

※当日は混雑も予想されるため、主に平日お勤め等で来られない方を対象に受付を行いますので、

ご協力をお願いします。 

 

 

　平成24年4月以降に発送する納付書で、町税、水道料、保育料、住宅使用料、介護保険料、後

期高齢者医療保険料のコンビニエンスストア（以下、「コンビニ」）での納付が可能となります。 

　これまで皆さんが利用していた金融機関や役場窓口に加えて、町内にあるコンビニはもとより、

全国のコンビニでの納付が３６５日、２４時間いつでもでき、手数料もかかりません。 
 

※ただし、金額等によりコンビニで取り扱いできないものがあります。 

　例）納付書１枚につき、30万円を越えるもの等 

 
★提携コンビニエンスストア一覧★ 

問合せ先 
　　総務税政課収納係　TEL.７７－１１１３ 

●セブンイレブン 
●ローソン 
●ファミリーマート 
●デイリーヤマザキ 
●ヤマザキデイリーストアー 
●コミュニティ・ストアー 
●ココストア 
●エブリワン 

●サークルＫ 
●サンクス 
●ＭＭＫ設置店 
●スリーエフ 
●セイコーマート 
●スパー北海道 
●ハセガワストア 
●タイエー 

●セーブオン 
●ポプラ 
●くらしハウス 
●スリーエイト 
●生活彩家 
●ミニストップ 
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突
然
に
先
逝
く
友
の
母
想
う
　
置
い
て 

け
堀
の
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
よ 

野
焼
き
す
る
対
岸
の
火
は
ス
ル
ス
ル
と 

走
り
広
が
り
鳥
の
飛
び
立
つ 

町
生
涯
学
習
教
室
「
短
歌
」
受
講
生
の
作
品 

高
見 

公
子
さ
ん
（
東
中
坪
地
区
） 

岩
切 

桂
子
さ
ん
（
立
町
地
区
） 

◆
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
◆ 

〈
一
般
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

物
品
　
　（
地
区
名
） 

   

※
野
菜
な
ど
は
福
祉
施
設
な
ど
で
使
わ
せ
て
い
た

　
だ
い
て
い
ま
す
。 

〈
忌
明
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

故
人
　
　（
地
区
名
） 

 

◆
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
◆ 

 

 

 

善
意
の
寄
付 

（
敬
称
略
） 

　
何
と
も
切
な
い
歌
だ
。
哀
し
い

と
い
う
言
葉
は
な
い
け
れ
ど
、
残

さ
れ
た
母
親
の
気
持
ち
、
ま
た
そ

れ
を
想
う
作
者
の
気
持
ち
が
痛
い

ほ
ど
伝
わ
っ
て
来
る
。
友
が
残
し

て
い
っ
た
人
形
（
ロ
シ
ア
の
木
彫

り
の
入
れ
子
人
形
）
に
そ
れ
を
語

ら
せ
て
い
る
。 

 

　
一
月
の
末
か
ら
あ
ち
こ
ち
で
見

ら
れ
る
風
景
。 

ス
ル
ス
ル 

と
い
う

カ
タ
カ
ナ
表
記
の
擬
態
語
に
よ
っ

て
土
手
を
舐
め
る
よ
う
に
広
が
っ

て
い
く
火
の
様
子
が
見
え
る
。
季

節
ご
と
に
繰
り
返
さ
れ
る
人
間
の

営
み
を
新
鮮
な
目
で
見
つ
め
て
い
る
。 

温
か
い
お
気
持
ち
を
い
た
だ
き
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

【 

解  

説 

】　
　
　
　
　
　
　 

生
涯
学
習
講
座
「
短
歌
教
室
」　 

講
師
　
生 

野  

由
美
子  

前

田

晃

一

 

吐

師

　

保

 

田

淵

民

男

 

    

丸

山

美

代

 

岩

俊

昭

 

小

田

玄

洋

 

海
老
原
　
の
ぶ
代 

森

山

清

美

 

小

田

道

夫

 
 

松

方

蘭

子

 ／ ／ ／     ／ ／ ／／／／  ／ 

果
　
物 

野
　
菜 

野
　
菜 

    

延
　
孝 

　
亮
　 

キ
ク
エ 

辻
　
隆 

　
昇
　 

ミ
チ
ヱ 
 

ミ
　
ヨ 

（
南
麓
） 

（
宮
原
） 

（
尾
立
） 

    （
宮
谷
） 

（
神
下
） 

（

麓

） 

（
昭
和
） 

（
西
中
坪
） 

（
宮
谷
） 

 （
神
下
） 

（
二
反
野
） 
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韓
国
鎮
安
郡
と
綾
町
は
平
成
18
年
３
月
か
ら
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
韓
国
で

は
、
前
郷
田
町
長
の
著
作
で
あ
る
„
結
の
心
“
（
韓
国
語
翻
訳
版
タ
イ
ト
ル
は
「
森

を
守
っ
た
人
々
」）
が
韓
国
語
訳
さ
れ
て
お
り
、
綾
町
に
は
一
年
を
通
じ
て
現
在
も

多
く
の
視
察
団
体
が
訪
れ
て
い
ま
す
。 

　
当
初
は
、
鎮
安
郡
側
が
綾
町
の
村
づ
く
り
、
有
機
農
業
の
取
り
組
み
を
学
び
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
毎
年
綾
町
を
訪
問
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
綾
町
も
鎮
安
郡

を
訪
問
し
、
交
流
を
深
め
、
昨
年
の
友
好
交
流
協
定
の
締
結
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

　
鎮
安
郡
の
村
づ
く
り
は
、
今
で
は
大
統
領
賞
を
受
賞
す
る
ほ
ど
韓
国
内
で
高
く

評
価
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
綾
町
に
と
っ
て
も
大
変
喜
ば
し
い
事
で
す
。
今
後
も
交

流
を
続
け
、
鎮
安
郡
の
村
づ
く
り
の
取
り
組
み
等
を
学
び
、
互
い
に
理
解
を
深
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

vol.2

◆ 

鎮
安
郡
村
づ
く
り
に
お
い
て
大
統
領
賞
受
賞 

◆ 

　
　
〜
鎮
安
郡
の
村
づ
く
り
が
高
く
評
価
さ
れ
、 

大
統
領
賞
を
受
賞
〜 

表  彰  状 
 
全羅北道　鎮安郡 

貴郡は共に農漁村運動を通じて国
家産業の発展に貢献した功労が大
きいためここに表彰します。 
 
　　　2011年12月23日 
　　　　　大統領　イ・ミョンバク 

【
中
堂
地
区
営
農
セ
ン
タ
ー
】 

 

　
中
堂
地
区
営
農
セ
ン
タ
ー
（
中
堂

地
区
自
治
公
民
館
）
木
造
平
屋
約
70

坪
が
、
９
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
今

回
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
県
の
「
み

ん
な
で
つ
く
る
い
き
い
き
ふ
る
さ

と
事
業
」
に
よ
り
助
成
金
を
受
け

て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

　
中
堂
地
区
の
農
業
生
産
活
動
は
も

と
よ
り
、
自
治
公
民
館
と
生
涯
学
習

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
全
体
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。 

 

（日本語訳） 

【
立
町
自
治
公
民
館
】 

 

　
立
町
自
治
公
民
館（
木
造
平
屋
約

54
坪
）が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。 

　
自
治
公
民
館
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

財
団
法
人
　
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

に
よ
り
、
宝
く
じ
の
助
成
金
を
受

け
て
、
整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

　
立
町
地
区
の
自
治
公
民
館
活
動
や

生
涯
学
習
の

拠
点
と
し
て
、

ま
す
ま
す
発

展
さ
れ
る
こ

と
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。 
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綾中学校野球部等による 
登校前の活動 

 

　綾中学校の野球部の部員は、地

域への貢献・感謝及び精神鍛錬の

ため、毎日早朝登校前に、本もの

センター他中心市街地周辺のゴミ

拾いの美化運動を実施しており、

また、サッカー部ほか他の部員は、

中学校正門前で元気よくあいさつ

運動に取り組んでいます。ありが

とうございます。 

綾の風景を描いた「切り絵」寄贈 
 

　２月１日、県内在住の蛯原寿貴

さんが来庁され、綾の大吊橋の風

景を描いた切り絵の作品「綾照葉

樹林の四季（桃の季節）」を町に寄

贈しました。この作品は非常に大

型の切り絵の作品で、昨年開催さ

れた「照葉樹林サミット in綾」で

展示されていたものです。いただ

いた作品は町内の施設で展示され

る予定です。 

高齢者叙勲 
「瑞宝双光章」受章 

 

　麓地区の黒木敏光さんが高齢者

叙勲の瑞宝双光章を受章されました。

この章は公務等に長年にわたり従

事し、成績を挙げた方に贈られる

もので、黒木さんは、元特定郵便

局長を務めるなど、永きにわたり

郵政業務に精励されその功績が称

えられ瑞宝双光章を受賞されました。

おめでとうございます。 

女性の集い大会 
 

　1月22日、文化ホールで『美しい心と豊かな自然 めざ

せエコパーク』をテーマに「第19回女性の集い」が開催

されました。今回は、綾町照葉樹林文化推進専門監の河野

耕三先生を講師に迎え、これまでの綾町の照葉樹林にかか

わる取組と今年登録が期待さ

れるユネスコエコパークにつ

いてわかりやすく講演いただ

いた後、アトラクションとし

て大正琴、コーラス、踊り、

フォークダンス、エイサーな

どが披露されました。 

うねび焚き 
 

　２月５日、古屋運動公園で無病息災と家内安全を

祈願する火祭り「うねび焚き」が開催されました。

はじめに、神事がおこなわれ、その後点火、子供た

ちが竹で作った箒で、「モグラン、モグラン」と言

いながら、地面をたたき、モグラ退治をおこない、

会場では、多くの来場者が竹の先に餅をつけ、ヤグ

ラの火で焼いて食べ祭りを楽しんいでました。また、

この日は地区の女性のみなさんが早朝よりお餅、そ

ばや煮物を準備し訪れた多くの来場者にふるまって

いました。伝統として受け継がれているこの行事は、

2年に１回開催されています。 
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日付/曜日 てる はドーム  錦原サッカー場 てる は 広 場  錦 原 野 球 場  

綾っ子発表会 
 

　小学校の学習発表会「綾っ子発表会」が2月 5日、

文化ホールであり、子どもたちは合唱や合奏等、日ご

ろの学習の成果を発表しました。 

　6年生は、小学校最後の学習発表会を心を一つにし

て舞台いっぱいに堂々と発表し、合唱では美しいハー

モニーを響かせました。 

　会場には大勢の保護者らが訪れ、子どもたちの元気

いっぱいの発表

に、大きな拍手

を送っていまし

た。 

アフリカ太鼓＆島唄ミニライブ 
 

　1月 29日、高年者研修センターで、「奄美の風　ア

フリカの鼓動」として島唄とアフリカ太鼓のミニライ

ブが開催されました。このライブは、綾町に移住された、

橋本淳二さん（太鼓奏者）と、ちひろさん（ホスピタ

ルクラウン）夫妻が企画したもので、プロの太鼓奏者「山

北のりひこ」さんと奄美島唄をうたう「皆吉恵理子」

さんを招いて行

われました。会

場を訪れた多く

の観客は太鼓の

軽快なリズムと

美しい島唄に魅

了されていまし

た。 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

（火） 

（土） 

（日） 

（土） 

3 

4 

10 

11 

17 

18 

20 

24 

25 

31

九州各県選抜ソフトテニス大会 
 

ＵＭＫスポーツフェスタ 
　　　　　　　（ミニバスケットボール） 

てるはドーム杯春休み小学生大会 
　　　　　　　（バドミントン） 

県中高合同強化練習会（ソフトテニス） 

全国高校男子バレーボール宮崎合宿 
 

スプリングキャンプ 
ミニバスケットボール交歓大会 

 

 

福岡大学サッカー部合宿 
（3/6～/12） 

オーバー60 
シニアサッカー大会 

 

 

 

緑陽高等学校サッカー部合宿 
（3/27～4/3） 

 

 

福岡大学サッカー部合宿 
（3/6～/12） 

 

大阪大学準硬式野球部合宿 
（3/1～/8） 

本庄高校野球部 
 

三重中京大学 
硬式野球部合宿 

（3/12～/20） 

旭川東高等学校合宿 

（3/23～4/3） 
 

 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

親子で入賞おめでとうございます 
 

　東中坪地区の高見公子さんが平成23年度県民芸術祭「第14回みや

ざき文学賞」（県芸術文化協会主催）の短歌部門で２席に入賞、また、

第23回葉桜短歌賞（美

郷町、葉桜顕彰会、美

郷文芸の会主催）の一

般の部で佳作に入賞し

ました。 

　さらに、息子さんである高見空良さん（綾小6年）が、第40回児童・

幼児動物画コンクール（宮崎日日新聞社、宮崎市フェニックス自然動

物園主催）で銅賞に入賞（作品名「夏バテしているケン」）しました。

おめでとうございます。今後も活躍されることを期待いたします。 



日付 行　　事　　名 時　間 場　所 

3月 くらしのカレンダー 
275-9099 

275-8585 

282-3531 

282-0005 

282-0300

さとう内科小児科医院 

田中外科医院……… 

辰元病院…………… 

麻生クリニック…… 

児玉胃腸科外科…… 

4日 

11日 

18日 

20日 

25日 

の日曜在宅医 3月 

■編集・発行／綾町役場 企画財政課 
〒880-1392 綾町大字南俣515番地 
TEL 0985-77-1111（直通:77-2948） FAX 0985-77-2094 
ホームページ　http://www.town.aya.miyazaki.jp/ayatown 
Ｅメール　ayatown@town.aya.miyazaki.jp

所得税・住民税申告受付（立町） 
所得税・住民税申告受付（東中坪） 
町民バレーボール大会・ソフトバレー大会（～2日） 

所得税・住民税申告受付（揚町） 

 

所得税・住民税申告受付（全地区対象） 
綾の夢楽人まつり 
高校生の集い 
在宅医　さとう内科小児科医院（275-9099） 

所得税・住民税申告受付（神下） 
自治公民館長会 

高年者クラブ連合会定例会 
所得税・住民税申告受付（西中坪） 
わくわく広場 

所得税・住民税申告受付（南麓） 
廃ビニール回収日 

所得税・住民税申告受付（全地区対象） 

所得税・住民税申告受付（全地区対象） 

綾保育園卒園式 
春いっぱいコンサート 

所得税・住民税申告受付（全地区対象） 
在宅医　田中外科医院（275-8585） 

所得税・住民税申告受付（全地区対象） 

所得税・住民税申告受付（全地区対象） 

所得税・住民税申告受付（全地区対象） 
親子教室「コアラ」 
廃ポリ回収日 

所得税・住民税申告受付（全地区対象） 
申告最終日 

中学校卒業式 
定例教育委員会 
体力測定会 

第３回生涯学習発表会 
てるは杯シニアサッカー大会（60歳以上）（～18日） 
消防団入退団式 

子牛セリ市（～19日） 
在宅医　辰元病院（282-3531） 

 

春分の日 
在宅医　麻生クリニック（282-0005） 

誕生会 
廃プラ特別回収日 

子牛品評会 

小学校卒業式 

町立保育所合同退所式 

在宅医　児玉胃腸科外科（282-0300） 

定例農業委員会 
小・中学校修了式 
社協理事会 
社協評議員会 

 

ゆったり子育て教室 

 

教職員離任式 
 

 9 ：00～11：00 
13：30～16：00 
19：00（集合） 

 

10：30～15：00 
17:00～ 
 

13：30～ 

15：00～ 

 9 ：30～11：30 

13：30～ 

 9 ：30～（予定） 
18：00～ 

 

 9 ：30～11：30 
13：30～ 

 

 9 :00～ 
11：00～ 
19:30～ 

18:00～ 
 
 

 9 ：15～ 
 

 

 
 

10：00～11：30 
13：30～ 

 8 ：00～ 

10:00～ 

 9 :00～10:00 

 

13：30～ 
 
14：00～ 
19：00～ 

 

 9 ：30～11：30 
 
 
11：30～ 

役場会議室 
役場会議室 
てるはドーム 

役場会議室 

 

役場会議室 
国際クラフトの城 
町体育館 
 

役場会議室 
町公民館 

綾川荘 
役場会議室 
子育て支援センター 

役場会議室 
JA選果場 

役場会議室 

役場会議室 

綾保育園 
文化ホール 

役場会議室 
 

役場会議室 

役場会議室 

役場会議室 
子育て支援センター 
JA選果場 

役場会議室 
 

綾中学校 
町公民館 
てるはドーム 

文化ホール 
錦原運動公園ほか 
町体育館 

中央家畜市場 
 

 

 
 

子育て支援センター 
JA選果場 

国富畜産センター 

綾小学校 

高年者研修センター 

 

開発センター 
小・中学校 
役場会議室 
役場会議室 
 

子育て支援センター 

 

役場会議室 
 

 
1 
 

2 

3 

 

4  
 

5  

 
6 
 

7  

8 

9 

10 
 

11 
 
12 
13 

 
14 
 

15 
 
 
16 
 

 
17 
 

18  

19 

20 
 

21  

22 

23 

24 

25 

 
26  
 

27 

28 

29 

30 

31

 
木 
 

金 

土 

 

日 
 
 

月  

 
火 
 

水  

木 

金 

土 
 

日 
 
月 

火 

 
水 
 

木 
 
 
金 
 

 
土 
 

日  

月 

火 
 

水  

木 

金 

土 

日 

 
月  
 

火 

水 

木 

金 

土 柚木崎古文書  
　伊東氏の家臣として有名であった

柚木崎家にまつわる伝記、覚書、柚

木崎丹後守於木崎原戦死記録などの

古文書が町の有形文化財として指定

されている。 

 

未来へ残そう！ 

9 ：00～11：00 
13：30～16：00 

 

9 ：00～11：00 
13：30～16：00 

 

9 ：00～11：00 
13：30～16：00 

 

9 ：00～11：00 
13：30～16：00 

 

9 ：00～11：00 
13：30～16：00 

 

9 ：00～11：00 
13：30～16：00 

 

9 ：00～11：00 
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心の電話相談 
ひとりで悩まないで！ 

誰かに話してみませんか？ 

自殺対策強化月間（3月1日～31日） 

★こころの電話 

　20985-32-5566  
　受付時間　9:00～19:00　月～金 
　　　　　　　　　　　　　（祝日除く） 　 

★NPO法人宮崎自殺防止センター 

　20985-77-9090  
　受付時間　20:00～23:00　水・金・日 
　 

★日本いのちの電話連盟 
　自殺予防いのちの電話 

　20120-738-556  
　受付時間　8:00～翌朝8:00　毎月10日 
　 

★チャイルドラインみやざき 
　　　　　（18歳以下の子ども専用） 

　20120-084-057  
　受付時間　15:00～21:00 
　　　　　　毎週土曜日と第1・第2日曜日 


